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　【このコーナーは、東金市に住んでいる外国の方をインタビューし、その人及び母国等
を理解するための参考にしていただくものです。】

パプアニューギニアのエンブレムを胸に
~母国と日本・世界の懸け橋に~

　第1回は、パプアニューギニアご出身、城西国際大学国際
担当部長・東金国際交流協会理事のバハウ・サイモン・ピー
ター先生に、2021年4月6日、城西国際大学国際教育センタ
ーにてインタビューしました。
（聞き手＝中丸悦子・中村道代）

Q:先生の専門の分野は何でしょうか？

A:母国では、経営学を、大分大学で経済政策、会計学、ビジネスコミュニケーション等を学びました。

Q:バハウ先生の幼少時代はどのような教育環境でしたか？

A:おばあちゃんが教育熱心で昔からの教えと共に「学校へ行くと、いろいろなことが学べる。たくわえた

知識は誰にもとられない。」と私に語ってくれました。おばあちゃんの言葉が今の生活を支えています。も

し素直に聞いていなかったら、今頃路頭に迷っていたかもしれません。

Q:どのように日本語を学習されましたか？

A:高校の時の日本語教室で、ひらがな、カタカナや簡単な漢字を学びました。自分の氏名を日本語で書

き、「秘密」を持ったような喜びを覚えました。

実は、パプアニューギニアは、1975（昭和50）年に70年の統治下を経てオーストラリアから独立しました。

公用語は英語ですが、パプアニューギニアには800以上言語があります。隣の部族とも言語が違うため、

お互いに言葉を習得し合って生活しています。このように常に他言語を学ぶという環境であったため、日

本語を学ぶことは難しくありませんでした。言葉は「通じる」ということが言語学習のポイントです。

中曽根首相時代の留学生交流推進政策の私は2期生です。最初、東京外国語大学外国語学部付属日本

語学校で学び、九州の大分大学に入りました。

Q:日本語以外の習得外国語は？

A:主にフランス語、ドイツ語、ラテン語です。

Q:日本に来ることになった目的と経緯はどのようなものですか？

A:母方のおじが、1975年に日本に研修に来た時、絵ハガキを僕に送ってくれました。一枚は「富士山」で

す。もう一枚は「ちょんまげをした人」で「おすもうさん」です。山の上の白いもの（雪）と日本人に不思議な

思いをいだきました。日本に来た目的は、日本で学び日本で就職して仕事のできる人間となり、帰国し母

国の為に貢献したいということでした。

 日本滞在中に日本人の女性と結婚し、大学院終了後、大阪で就職しました。母国で仕事をした時期もあ
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【基本情報】
国名の由来     パプアとはマレー語で「ちぢれ毛」という意味で、
                          ニューギニアとは先住民の容貌がアフリカの
                          ギニア地方の住人とよく似ていたため名付けられた。
面　　　積  約46万平方キロメートル（日本の約1.25倍）
人　　　口  約861万人（2018年、世界銀行）
首　　　都 ポートモレスビー
言　　　語 英語（公用語）の他、ピジン英語、モツ語等を使用
宗　　　教 主にキリスト教。祖先崇拝等伝統的信仰も根強い。
豆    知    識     南太平洋諸国のうち最大の面積と人口をもつ。 約500の部族と
　　　　　　　800以上の部族語が飛び交う部族国家。
                             ワントク社会（一つの言語の意）と呼ばれる強い一族共同体意 
                             識により、それ以外は部外者とみなされるため、    部族間抗争
                             が絶えない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　）りよPH館書図立都京東（                                                   　　　　　　

【国旗】

【位置】

パプアニューギニア

りました。九州の「立命館アジア太平洋大学」で大学開学当初から12年間勤め、その後社会福祉法人太

陽の家で福祉の事業を経験し、富山大学に赴任しました。東金に来て2年となります。

　この間、来日した母国パプアニューギニアの首相や要人の通訳をしました。母国の首相から、「あなた

が日本にいて良かった。」との言葉をいただきました。日本にいて、母国と日本との懸け橋として仕事をす

ることも両国に貢献できるのではないかと考え、現在に至っています。

Q:今後の東金における外国の方 と々の共生、国際交流のあり方についてどのようにお考えですか？

A:東金に住んでいる外国人にもっと寄り添ってほしいと思います。行事等への声掛け、働きかけに今以

上に取り組んでほしい。僕は、様々な行事に参加し一緒に国際交流の仕事をしていきたい。また、土いじ

りが好きなので、田んぼや畑を一緒に作りたい。交流は「食」から始めるのが良いと思っています。

　今年の4月より「国際教育センター所長に加え

て、国際担当部長」になりました。今まで経験して

きたことを活かすその時が来たと思っています。

教育と国際交流にさらに力を注いでまいります。

　

（文責　中丸悦子・中村道代）




